
  

【小学校算数 学習単元評価問題 小５－⑩】 

「 平均とその利用 」 
（  ）組 
（  ）番 

氏 
名 

 
考え方 

／３ 
技 能  

／６ 
知・理  

／１ 
Ａ問題  

／８ 
Ｂ問題  

／２ 
  

／10 
 
１ 下のような重さのちがう３つのりんごがあります。あとの問いに答えましょう。 

 

 

 

２８０ｇ      ３００ｇ       ３２０ｇ 

（１）りんご３この合計の重さは，何ｇですか。 

     

 
 

〔１〕〔技 能〕〔Ａ問題〕 
（２）りんごの重さは，１こ平均何ｇですか。 

 
 
 

〔２〕〔知・理〕〔Ａ問題〕 

 

２ ５日間にかし出した本のさっ数の平均を求めましょう。 

月：１５さつ 火：０さつ 水：２０さつ 木：３５さつ 金：３０さつ  

 

      

 

 

 
 
 

３ たまごパックから３このたまごを取り出して重さをはかったら，次のようでした。  

あとの問いに答えましょう。 

             ６１g   ６２g   ５７g 
 
（１）取り出したたまご３この重さは，１こ平均何 gですか。 

      
 
 
 

 

 

（２）このパックには，１０このたまごが入っています。たまご１０この重さは， 

およそ何 gと考えられますか。 

       

 

 

〔４〕〔技 能〕〔Ａ問題〕 

〔５〕〔技 能〕〔Ａ問題〕 

式                      答え      

式                      答え      

式  

答え  

〔３〕〔技 能〕〔Ａ問題〕 

式                      答え  

式                      答え およそ 



  

４ 下の表は５年生が体力アップ週間に，運動場を走った結果です。 

 人数 運動場を走った周の平均 

５年１組 ２５人 ３．２周 

５年２組 ２８人 ２．５周 

 

（１）１組全員の走った周の合計は，何周ですか。 

 

 

 

 

（２）１組の合計と２組の合計を比べると，どちらが何周多いですか。 

 

 

 

 

 

（３）５年生全体では，１人平均何周走ったことになりますか。 

答えは四捨五入して、上から２けたの概数
がいすう

で求めましょう。 

 

 
 

〔８〕〔考え方〕〔Ａ問題〕 
 
 
５ さとしさんは，歩はばを使って，学校の持久走大会のコースのきょりを測ってみたい

と考えました。 
（１）さとしさんは，まず，自分の１歩の歩はばを求めるために，１０歩のきょりを５回 

測り，結果を表にまとめました。さとしさんの１歩の歩はばは，何㎝といえばよいで

すか。 
 
 
 

 
 
 
 
 
（２）さとしさんが，持久走大会のコースを歩き，歩数を数えると 

７９３歩ありました。 
   コースは約何ｍありますか。上から２けたの概数で 

求めましょう。 
 
 
 
 
 

回 １０歩のきょり 

１ ６ｍ２４ｃｍ 
２ ６ｍ３６ｃｍ 
３ ６ｍ２５ｃｍ 
４ ６ｍ３０ｃｍ 
５ ６ｍ３５ｃｍ 

問題 No 〔１〕 〔２〕 〔３〕 〔４〕 〔５〕 〔６〕 〔７〕 〔８〕 〔９〕 〔10〕 

結果           

 

約         周 

周 

㎝ 

    組が   周多い 

〔９〕〔考え方〕〔B問題〕 

〔10〕〔考え方〕〔B問題〕 

〔６〕〔技 能〕〔Ａ問題〕 

※正答状況の確認欄（みなさんは，ここには書かないでください。） 

約         ｍ 

 
式 

 
式 

 
式 

〔７〕〔技 能〕〔Ａ問題〕 



  

【小学校算数 学習単元評価問題 小５－⑩】 
「 平均とその利用 」 

解答例及び評価規準，評価の観点，設定通過率一覧 

問題 
番号 解答例 評価規準 

評価の観点等 
設 定 
通過率 
（％） 

考

え

方 

技

 

能 

知 
・ 
理 

Ａ 
問 
題 

Ｂ 
問 
題 

〔１〕 
（式）２８０＋３００＋３

２０＝９００ 

（答え）９００ｇ 
合計を求めることができる。  ○  ○  ９０ 

〔２〕 （式）９００÷３＝３００ 
（答え）３００ｇ 

平均は合計をこ数で割ればよ

いことを理解している。 
  ○ ○  ９０ 

〔３〕 

（式）（１５＋０＋２

０＋３５＋３０）÷５

＝２０ 

（答え）２０さつ 

０が含まれる場合もこ数とと

らえて計算することができる。 
 ○  ○  ８５ 

〔４〕 
（式）（６１＋６２＋

５７）÷３＝６０ 

（答え）６０ｇ 

一般的な平均を求める問題を

正確に計算することができる。  ○  ○  ９０ 

〔５〕 
（式）６０×１０＝６

００ 

（答え）およそ６００ｇ 

平均から全体のおよその量を

求める考え方をつかんでいる。 
 ○  ○  ８５ 

〔６〕 3.2×２５＝８０ 
８０（周） 

平均を使って，学級の走った合

計を求めることができる。 
 ○  ○  ７５ 

〔７〕 

2.5×28＝70 

80－70＝10 

１（組が） 

１０（周多い） 

それぞれの学級の走った合計

を求め，比べることができる。 
 ○  ○  ７５ 

〔８〕 
25＋28＝53 

80＋70÷53＝2.83 

（約）２．８（周） 

平均の求め方を考えることが

できる。 ○   ○  ６５ 

〔９〕 ６３（㎝） 平均を活用し，道のりの求め方

を考えることができる。 ○    ○ ６０ 

〔10〕 （約）５００ｍ 平均を活用し，道のりの求め方

を考えることができる。 ○    ○ ６０ 

合計 １０ 問 ３ ６ １ ８ ２ 77.5 

 


